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生涯学習フェスティバル …

平成11年度一般会計決算状況 …

西川町少年の主張大会 ……

町職員の給与等を公表します …

街かどスケッチ ……………

お知らせ・情報 ……………

町民のうごき ………………

9月24日（日）に町営野球場を会場に、少年野球大会が開催されました。
この大会も4回を数え、町内から5チームが参加しました。スタンドからの

歓声に負けないくらい大きな声を出して、精一杯プレーしていました。
関係者の方からも「年々、レベルが上がっていますね。中学生になっても

野球を続けて欲しいですね」という声が聞えました。

優　勝　曽根コンドルＡ
準優勝　升潟レンジャーズ
第３位　鎧郷ボーイズＡ
〃　　鎧郷ボーイズＢ

▲優勝した曽根コンドル

やったー！ホームイン
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特別
ゲス
ト�

空手の元世界チャンピオン�
〈平成4年世界選手権（スペイン）無差別級優勝〉�

〈タイムレンジャーに主役として出演中〉�

林　 　　晃 さん（新潟市教育委員会勤務）�

永井 マサル さん（東京農業大学空手部）�

第1回　11：00～�
第2回　14：00～�

西
川
町
で
は
、
今
年
8
月
28
日
に
生
涯
学
習
推
進
本
部
を
開
催
し
、

『
西
川
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。「
い
き
い
き
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
気
運

を
高
め
よ
う
と
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
今
月
29
日(

日)

に

開
催
し
ま
す
。

生
涯
学
習
と
は

わ
た
し
た
ち
が
生
き
が
い
の
あ
る

充
実
し
た
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、

自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
、
自
由
な
時

間
に
何
か
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

学
校
や
公
民
館
で
行
わ
れ
る
学
習

活
動
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
趣
味
を
楽
し
む
こ
と

書
道
、
読
書
、
囲
碁
、
将
棋
、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
、
野
球
、
テ
ニ
ス
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
余
暇
を
楽
し
く
、
生

き
生
き
と
過
ご
す
た
め
の
趣
味
を
持

つ
こ
と
も
生
涯
学
習
で
す
。

○
新
し
い
知
識
、
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と

パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

語
学
な
ど
知
り
た
い
こ
と
、
興
味
の

あ
る
こ
と
が
身
の
回
り
に
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

○
人
の
た
め
、
ま
ち
の
た
め
に
活
動

す
る
こ
と

学
習
成
果
や
意
欲
を
生
か
し
て
地

域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
楽
し
い

こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

生
涯
学
習
で
す
。

生
涯
学
習
は
な
ぜ
必
要
？

・
ゆ
と
り
の
時
代
を
迎
え
て
、
人
々

の
「
学
び
た
い
」
と
い
う
思
い
に

応
え
る
た
め
に

・
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力
を

高
め
る
た
め
に

・
学
歴
で
は
な
く
、「
何
を
ど
れ
だ

け
学
ん
だ
か
」
が
正
し
く
評
価
さ

れ
る
社
会
を
築
く
た
め
に

・
地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
感
（
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
）
を
強
め
る

た
め
に

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『
み
ん
な
が
生
徒
、
み
ん
な
が
先
生
』

一
人
一
人
が
学
び
た
い
こ
と
を
学

び
、
そ
の
結
果
、
人
に
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
く
ら
い
に
ま
で
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
。
そ
ん

な
願
い
が
込
め
ら
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
催
し
は
、
次

頁
下
段
に
掲
載
し
た
と
お
り
で
す

が
、
焼
き
そ
ば
や
ち
ゃ
ん
こ
の
販
売

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ

さ
い
。

いきいきふれあいのまちづくり�いきいきふれあいのまちづくり�

10月29日（日）開催�10月29日（日）開催�！�！�
◆会場：福祉会館�
　　　　　（雨天の場合、一部曽根小学校体育館を使用）�

◆芸能発表会（文化協会）�
◆県警音楽隊マーチング�
◆はしご車体験�
◆ボランティア福祉コーナー�
◆焼きそば、ちゃんこ鍋　ほか�

主な催し�

時間：10�:00～16:00



生涯学習フェスティバルと共催�
一挙に見せます　西川町の文化�

町福祉会館�
町保健�
センター�
（役場向かい）�

10月28日 29日�（土）� （日）�

○県警音楽隊マーチングパレード�
○世界に学ぶ（サイン会あり）�
　ゲスト　・元空手世界チャンピオン�
　　　　　・永井マサル（タイムレンジャー主演）�
○防災フェスティバル（雨天中止）�
　　　　　・はしご消防車試乗�
　　　　　・消火訓練（消火器使用）�
　　　　　・ミニ消防車試乗�
○剣舞・詩吟クラブ発表（升潟小学校児童）�
○ピアノ教室修了生による演奏�
◎生涯学習セレモニー　県警音楽隊演奏　鼓調演奏�
○文化協会　芸能発表会�
○ニュースポーツ体験（雨天中止）�

10：30�
11：00　 14：00�
　　（午前、午後開催）�
�
11：00　 13：00�
　　（午前、午後開催）�
�
�
11：30�
11：45�
12：00�
13：00�
14：30

生涯学習フェスティバル�西
川
町
文
化
協
会

西
川
町
文
化
協
会
に
よ
る

に
よ
る�

西
川
町
文
化
協
会
に
よ
る�

１０月２９日（日）�
１２：００～１６：００（終了予定）�

１０月２８日（土）９：００～２１：００�
１０月２９日（日）９：００～１７：００�

詳しくは�
『１０月２５日』の�
新聞折り込み�
プログラム参照�

絵　画�
　　　　　生け花�
　　書　道�
町内3小学校�
４～6年生競書大会�

もみじ煎茶会�
10：00～15：30�
　　　　　　（29日のみ）�

役場ふれあいルームに同時開催�
「ちびっこ煎茶教室」�
一般茶会 茶席500円（　　）�
　※１席のみの券は300円です。�

２会場�
共通券�

◇詩 吟�
◆謡 曲�
◇民 謡�
◆舞 踊�
◇大 正 琴�
◆民 踊�
◇剣 舞�
◆コ ー ラ ス�
◇ギ タ ー�
◆マーチング�
◇カ ラ オ ケ�
◆バ レ エ�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
の�

　
　
　
　
臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て�

　
福
祉
会
館
の
駐
車
場
は
、
当
日
イ
ベ
ン
ト�

会
場
と
な
り
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん�

の
で
、
車
で
お
越
し
の
際
は
、
Ｊ
Ａ
西
川
な�

ど
福
祉
会
館
周
辺
の
臨
時
駐
車
場
に
停
め
て�

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
臨
時
駐
車�

場
に
は
、
案
内
板
を
掲
示
し
て
お
き
ま
す
。�

何
と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

生涯学習フェスティバル（主な日程）�

3

※問い合わせは、町教育委員会社会教育課（�88－2334）へどうぞ。
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平成11年度の決算が、町議会9月定例会において認定されましたので、
お知らせします。

（

）

歳
入
の
状
況

歳
入
総
額
は
、
55
億
４，

６
６
２

万
１
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
11

億
３，

５
９
７
万
１
千
円
（
25
・

８
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
額
の
構
成
比
を
み
る

と
、（
図
―
１
）
の
と
お
り
、
町
税

や
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
46
・

３
％
で
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出

金
な
ど
の
依
存
財
源
が
53
・
７
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
前
年
度
に
比
べ
構

成
比
で
、
10
・
７
％
の
増
と
な
り
ま

（
歳
出
の
状
況

歳
出
総
額
は
、
52
億
２，

３
８
０

万
４
千
円
で
前
年
度
と
比
べ
て
、
11

億
１，

０
０
７
万
７
千
円
（
27
・

０
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
額
の
構
成
比
を
目
的
別

に
み
る
と
、（
図
―
２
）
の
と
お
り
、

総
務
費
の
占
め
る
割
合
が
一
番
高

く
、
次
い
で
民
生
費
、
公
債
費
、
土
木

費
、衛
生
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

調
査
費
の
増
及
び
前
年
度
か
ら
の
繰

越
し
に
よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム ）

西川町一般会計決算状況�西川町一般会計決算状況�
平成11年度�平成11年度�

依
存
財
源�

29億�
  7,791万�
    1千円�
 （53.7％）�

25億�
6,871万円�
（46.3％）�

 源
財
主
自�

地方交付税�
 18億7,058万5千円�
　（33.7％）�

国庫支国庫支出金出金�
  3億2,290万7千円千円�
  （5.8％）�

国庫支出金�
  3億2,290万7千円�
  （5.8％）�

県支県支出金出金�
  3億690万6千円千円�
  （5.5％）�

県支出金�
  3億690万6千円�
  （5.5％）�

町債�
2億270万円（3.7％）�

町税�
10億8,080万6千円�
  （19.5％）�

繰入金�
 8億3,376万2千円�
　（15.0％）�

繰越金繰越金�
 2億9,692万3千円千円�
　（5.3％）�

繰越金�
 2億9,692万3千円�
　（5.3％）�

地方消費税交付金地方消費税交付金�
  9,696万8千円千円（1.8％）�
地方消費税交付金�
  9,696万8千円（1.8％）�

地方譲与税�
  8,824万3千円（1.6％）�

諸収入�
 1億8,125万1千円（3.3％）�

自動車取得税交付金　4,451万5千円（0.8％）�
地方特例交付金　　2,909万3千円（0.5％）�
利子割交付金　　　1,166万5千円（0.2％）�
交通安全対策特別交付金　271万5千円（0.1％）�
特別地方消費税交付金　161万4千円（0.0％）�

分担金及び負担金�
 1億4,920万9千円（2.7％）�

使用料及び手数料�
           1,755万4千円（0.3％）�
財産収入　  630万円（0.1％）�
寄附金　290万5千円（0.1％）�

（図―1）歳入の状況

し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
て
増
減
の
大
き

か
っ
た
も
の
は
、繰
入
金
が
８
億
３，

０
１
７
万
５
千
円
の
増
、
繰
越
金
が

９，

２
１
３
万
４
千
円
の
増
、
地
方

交
付
税
が
７，

６
２
２
万
２
千
円
の

増
、
介
護
保
険
に
係
る
交
付
金
に
よ

り
、
国
庫
支
出
金
７，

６
１
３
万
６

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
に
つ
い
て
は
、
臨
時
地
方
道

整
備
事
業
に
８，

７
４
０
万
円
、
水

辺
河
畔
整
備
事
業
に
５，

９
６
０
万

円
、
減
税
補
て
ん
債
に
１，

６
１
０

万
円
な
ど
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

建
設
費
負
担
金
（
黒
埼
の
里
）
等
に

よ
り
、
２
億
５，

８
１
３
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
性
質
別
に
み
る
と
、（
図

―
３
）
の
と
お
り
人
件
費
の
占
め
る

割
合
が
一
番
高
く
、
次
い
で
、
積
立

金
、
普
通
建
設
事
業
費
、
物
件
費
、

公
債
費
、
補
助
費
等
、
扶
助
費
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
歳
入
歳
出
と
も
平
成
10
年

度
と
比
較
し
て
増
と
な
っ
た
大
き
な

要
因
は
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
創
生
基
金
を
廃
止
し
、
そ
の
全

額
（
８
億
１，

２
５
７
万
３
千
円
）

を
繰
入
れ
し
た
こ
と
で
あ
り
、
歳
出

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
地
域
づ
く
り

基
金
及
び
文
化
振
興
基
金
を
設
置
し

て
、
地
域
づ
く
り
基
金
に
７
億
１
千

万
円
、
文
化
振
興
基
金
に
１
億
円
の

積
立
て
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

一般会計決算を町民�
一人当りでみると�

410,419円�
（321,385円）�

一世帯当りでみると�

152万8,322円�
使われました�

（　）：昨年度の決算額�

�

総 務 費�

112,795円�
（37,660円）�

�

教 育 費�

27,002円�
（26,909円）�



人件費�
18.6％�

物件費�
12.1％�

補助費等�
10.5％�

扶助費�
8.9％�

維持補修費�
0.6％�

公債費�
10.6％�

積立金�
18.5％�

投資及び出資金�
貸付金　3.0％�

繰出金�
3.3％�

普通建設事業費普通建設事業費�
13.9％�

普通建設事業費�
13.9％�

消
費
的
経
費�

50.7％�50.7％�

投資的経費投資的経費�
13.9％�

投資的経費�
13.9％�

（図-3）性質別決算額の構成比�

（図-4）決算額の推移�

町 の 財 産�町 の 財 産�
基　　金�
土　　地�
建　　物�
有価証券�
出資金等�

19億1,806万6千円�
22万2,968㎡�
4万3,230㎡�
20万円�

3,149万7千円�

町債現在高�町債現在高�
平成11年度末現在高　51億3,104万1千円�

義務教育施設整備事業債　�
10億1,642万1千円�

うち　　　地域総合整備事業債　�
5億7,462万7千円�

債務負担行為�債務負担行為�
平成11年度における支出金　　　　　�

1億8,536万1千円�

税収入の状況�税収入の状況�
区　　分�

町 民 税�
�
�

固定資産税�
軽自動車税�
市町村たばこ税�
そ の 他�

計�

決 算 額�

4億4,592万5千円�
3億7,135万7千円�
7,456万8千円�

5億5,075万6千円�
1,794万7千円�
6,582万7千円�
35万1千円�

10億8,080万6千円�

個 人�
法 人�

7 8 9 10 11 年度�

億円�

4949億�
1,8661,866万円万円�
49億�

1,866万円�

4545億�
8,4378,437万円万円�
45億�

8,437万円�

4646億�
1,5991,599万円万円�
46億�

1,599万円�

4343億�
9,7079,707万円万円�
43億�

9,707万円�

4848億�
896896万円万円�
48億�
896万円�

4646億�
417417万円万円�
46億�
417万円�

4444億�
1,0651,065万円万円�
44億�

1,065万円�

4141億�
1,3731,373万円万円�
41億�

1,373万円�

5555億�
4,6624,662万円万円�
55億�

4,662万円�

5252億�
2,3802,380万円万円�
52億�

2,380万円�

歳入�
歳出�60�60�

50�50�

40�40�

30�30�

20�20�

10�10�

0

60�

50�

40�

30�

20�

10�

05

総務費�
14億3,565万4千円�
（27.5％）�

民生費�
10億4,873万3千円�
（20.1％）�公債費公債費�

5億5,607万8千円千円�
（10.6％）�

公債費�
5億5,607万8千円�
（10.6％）�

土木費土木費�
5億4,268万4千円千円�

（10.4％）�

土木費�
5億4,268万4千円�

（10.4％）�

衛生費衛生費（6.9％）�
3億5,971万9千円千円�
衛生費（6.9％）�

3億5,971万9千円�

農林水産業費�
（6.7％）　�

3億5,104万7千円�

教育費（6.6％）�
3億4,367万7千円�

消防費（4.7％）�
2億4,758万2千円�

商工費（2.8％）�
1億4,811万6千円�

議会費（2.2％）�
1億1,258万5千円�

労働費（1.5％）�
7,792万9千円�

歳 出�

５２億２，３８０万円�

（図―2）歳出の状況

消 防 費�

19,452円�
（18,630円）�

土 木 費�

42,637円�
（45,278円）�

農林水産業費�

27,581円�
（32,602円）�

民 生 費�

82,396円�
（61,766円）�

そ の 他�

14,968円�
（15,854円）�

公 債 費�

43,689円�
（44,803円）�

商 工 費�

11,637円�
（10,154円）�

衛 生 費�

28,262円�
（27,729円）�

住みたくなる町�
　住んで良かった�
　　町づくりのため�

住みたくなる町�
　住んで良かった�
　　町づくりのため�
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老人保健会計� 国民健康保健会計�
� 　歳入総額は、７億1,203万円で、前年度と比べて

4,596万円（6.9％）の増となりました。�
 主な原因は、前年度繰越金及び一般会計繰入金が増
になったこと。又退職被保険者分の療養給付費交付
金が増になったため前年度に比べて、2,674万円（6.4％）
の増となったことによるものです。�
 歳出総額では、６億8,242万円となり、前年度と比べ
て3,781万円（5.9％）の増となりました。�
　主な原因は、退職被保険者の療養給付費が増になった
ことにより、保険給付費が、前年度に比べて3,432万円�
（6.1％）の増となったことによるものです。�

医療費増加　対前年度比1.7％増�
　歳入総額は10億7,006万円で前年度と比べて１億
3,304万円（14.2％）の増となりました。�
　歳出総額は10億6,744万円で前年度と比べて１億
3,042万円（13.9％）の増となりました。�
　歳出総額の97.5％を占めている医療費は、10億
4,055万円で前年度と比べて１億1,622万円（12.6％）
の増となりました。�
　医療費の内訳は、入院が３億9,415万円、入院外
が４億2,824万円、歯科が5,161万円、施設療養費が
１億138万円、調剤他が6,519万円となりました｡�

支払基金交付金�
�7,353万円�（10.3％）�

繰越金�
2,145万円�
（3.0％）�

歳　入�

歳　出�

7億1,203万円�

歳　入�
10億7,006万円� 6億8,242万円�

歳　出�

10億6,744万円�

その他収入�
�6,034万円�
�（8.5％）�

保険税�
３億530万円�
（42.9％）�

�

繰　入　金�
　4,815万円�
共同事業交付金�
　1,068万円�
財産収入�
　　  ５万円�
諸収入�
　  146万円�

共同事業搬出金�
　　　　　　2,703万円�
保健施設費　2,376万円�
基金積立金　2,604万円�
諸支出金　　2,655万円�

入院　　　　　　入院　　　　　　３億9,415万円万円�
入院外　　　　　入院外　　　　　４億2,823万円万円�
歯科　　　　　　歯科　　　　　　１億5,161万円万円�
施設療養費施設療養費ほか　か　１億6,656万円万円�

入院　　　　　　３億9,415万円�
入院外　　　　　４億2,823万円�
歯科　　　　　　１億5,161万円�
施設療養費ほか　１億6,656万円�

保険給付金�
�４億6,405万円�
　（68.0％）�

老人保険搬出金�
１億7,235万円�
（25.3％）�

総務費�
　�964万円�
　 （1.4％）�

�その他の支出�
�3,638万円�（5.3％）�

国・県支出金�
2億5,141万円�
（35.3％）�

0

3,000

3,100

3,200

3,300

3,400

3,500
（人）�

3,157

1,461 1,503
1,581

1,677
1,726

560,777

602,990 586,180
611,011

3,033

2,916 2,946 2,983

163,473

187,683
184,993

195,567

0

140000

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000
（円）�

国保（一般・退職）医療対象被保険者数の推移�
�（月平均）�

国保（一般・退職）１人当たり医療費の推移�

7 8 9 10 11 年度� 7 8 9 10 11 年度�
0

500

1,000

1,500

2,000
（人）�

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000
（円）�

老人医療対象人員の推移� 老人１人当たり医療費の推移�

7 8 9 10 11 年度� 7 8 9 10 11 年度�

国・県支出金�
２億9,618万円（27.7％）�支払基金交付金�

�７億63万円�
�（65.5％）�

医療給付金�
10億4,055万円�
　（97.5％）�

医療費支給費�
（柔整施術料ほか）�
�166万円（0.2％）�

諸支出金ほか�
�2,523万円（2.4％）�

一般会計繰入金ほか�
�7,325万円（7.7％）�

186,260

567,072

医療費給付　医療費給付　４億5,500万円万円�
審査支払委託料　審査支払委託料　235万円万円�
葬祭費　　　葬祭費　　　４億5,310万円万円�
出産育児一時金産育児一時金４5,360万円万円�

医療費給付　４億5,500万円�
審査支払委託料　235万円�
葬祭費　　　４億5,310万円�
出産育児一時金４5,360万円�

平
成
11
年
度

主
な
事
業
と
決
算
額

（
単
位：

万
円
）

●
議
会
費

・
会
議
録
作
成
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
２

●
総
務
費

・
広
報
発
行
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
６
０

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
費

地
域
創
出
プ
ラ
ン
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
８
７
０

研
修
事
業
助
成
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
１

・
文
化
振
興
基
金
積
立
金
　
　
　
　
　
１
億
０，

０
０
０

・
地
域
づ
く
り
基
金
積
立
金
　
　
　
　
７
億
１，

０
０
０

●
民
生
費

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金
　
　
　
　
　
８
６
４

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
　
６，

６
１
３

・
老
人
短
期
入
所
運
営
事
業
委
託
料
　
　
　
２，

７
４
３

・
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料２，

３
２
４

・
老
人
保
護
措
置
費
　
　
　
　
　
　
　
１
億
０，

８
３
２

・
郡
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
黒
埼
の
里
）

建
設
費
等
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８，

３
７
２

・
老
人
牛
乳
助
成
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，

８
６
１

・
介
護
保
険
調
査
費
　
　
　
　
　
　
　
１
億
０，

１
９
９

・
児
童
手
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，

７
１
０

・
保
育
所
運
営
費
委
託
料
　
　
　
　
　
２
億
７，

４
２
０

・
見
帯
児
童
公
園
遊
具
等
整
備
工
事
　
　
　
１，

３
３
１

●
衛
生
費

・
基
本
健
康
診
査
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
１，

７
３
０

・
巻
町
外
三
ヶ
町
村
衛
生
組
合

ご
み
処
理
施
設
建
設
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
５
５
６

・
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助
金
　
　
　
４
７
３

・
ご
み
収
集
業
務
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
２，

９
２
６

・
し
尿
収
集
運
搬
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
３
５

●
労
働
費

・
持
家
住
宅
建
設
資
金
預
託
金
　
　
　
　
　
６，

８
３
９
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ガス事業会計� 水道事業会計�
� �　クリーンで安全な都市ガスは、便利な熱エネル
ギーとして､ほとんどのご家庭でご利用いただいて
います。�
　西川町のガス供給戸数は、年度末3千539件で前
年度より13戸（0.4％）減少し、年間販売量につい
ては、333万�で前年度より5万�（1.4％）の増加
となりました。�
　供給の安定と保安の確保を図るため、天竺堂、
真田、貝柄地内などでガス老朽管の敷設替工事等
を実施しました。�

　水道は、大自然の恵みであり、私たちの生活に
なくてはならない大切なものです。�
　西川町の給水件数は、年度末34,969件で前年度よ
り38件（0.9％）減少し、総配水量については、166
万�で前年度とほぼ同量でした。�
　配水の安定を図るため、天竺堂、真田、貝柄地
内などで水道老朽管の敷設替工事等を実施しました。
�

資本的収入・支出�
支　出� 収　入�

建設改良費�
1億627万円�

企業債�
4,200万円�

留保資金�
5,720万円�

工事負担金�
�1,803万円�
消費税等調整額�
�382万円�

企業債償還金�
1,478万円�

収益的収入・支出�
支　出� 収　入�

原料ガス�
1億5,990万円�

ガス売上�
３億0,070万円�

営業雑収益�
570万円�

営業費用�
5,521万円�

減価償却費�
5,499万円�

営業外費用�
1,404万円�

純利益�
2,280万円�

2億8,414万円� 3億0,694万円�

営業外収益�
54万円�

資本的収入・支出�
支　出� 収　入�

建設改良費�
1億5,851万円�

企業債�
8,000万円�

留保資金�
6,119万円�

建設改良積立金�
1,300万円�
減債積立金�
1,000万円�

工事負担金�
�3,764万円�

国庫補助金�
�698万円�

消費税等調整額�
�542万円�

企業債償還金�
5,572万円�

収益的収入・支出�
支　出� 収　入�

水道使用料�
�2億7,570万円�

営業収益�
357万円�

営業費用�
1億836万円�

減価償却費�
5,845万円�

営業外費用�
6,597万円�

純利益�
4,701万円�

2億3,278万円� 2億7,979万円�

営業外収益�
52万円�

下水道事業特別会計決算�
歳　入�3億4,800万円�

県補助金� 78万円�

一般会計繰入金�
5,712万円�

下水道債�
1億7,210万円�

諸収入� 800万円�

国庫補助金�
1億1,000万円�

歳　出�3億4,800万円�
下水道総務費� 28万円�

公債費� 2,684万円�

下水道事業費�
3億2,088万円�

　下水道は、私たちの生活の基礎となる重要な施設です。
限りある資源「水」を大切に使って行くために公共用
水域の水質保全を急がねばなりません。�
　平成11年度は主に工事に伴う経費を投資しました。�
　歳入総額は、3億4,800万円で主に国庫補助金と下水道
債です。�
　歳出総額は、3億4,800万円で主に汚水幹線工事とガス
水道管移設補償料です。�

●
農
林
水
産
業
費

・
緊
急
生
産
調
整
地
域
と
も
補
償
推
進
助
成
金２，

０
１
７

・
園
芸
作
物
出
荷
推
進
奨
励
金
　
　
　
　
　
　
　
６
８
６

・
転
作
団
地
化
推
進
奨
励
金
　
　
　
　
　
　
　
　
８
３
６

・
国
土
調
査
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，

６
５
１

・
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
費
　
　
　
　
　
８，

６
０
０

・
集
落
型
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３，

５
１
０

●
商
工
費

・
商
工
会
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
５
５

・
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
付
金
　
　
　
　
　
６，

０
０
０

・
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
貸
付
金
　
　
　
２，

５
３
３

・
西
川
ま
つ
り
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
８
７

●
土
木
費

・
消
雪
パ
イ
プ
敷
設
工
事
　
　
　
　
　
　
　
４，

４
３
６

・
善
光
寺
大
橋
特
殊
工
事
委
託
料
　
　
　
　
　
　
５
３
０

・
町
道
舗
装
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，

４
５
５

・
町
道
改
良
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
１，

１
５
０

・
水
辺
河
畔
整
備
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６，

６
４
７

●
消
防
費

・
防
火
水
槽
設
置
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
８
９

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
４
８

●
教
育
費

・
学
校
給
食
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，

５
１
８

・
語
学
指
導
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
５

・
パ
ソ
コ
ン
使
用
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，

６
８
０

・
町
営
野
球
場
補
修
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
１

地
域
振
興
券
交
付
事
業
は
、
国
の
経
済
対
策
と
し
て
、

平
成
10
年
度
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
11
年
度
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
し
分
に
つ
い
て
執
行

し
た
も
の
で
す
。

歳
入
総
額
及
び
歳
出
総
額
と
も
４，

７
６
９
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
決
算
状
況
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西
川
町
少
年
の
主
張�
西
川
町
少
年
の
主
張�
西
川
町
少
年
の
主
張�

グ
ア
ム
研
修
に
参
加
し
て

西
川
中
学
校
３
年
　
藤
　
田
　
み
ゆ
き

私
は
七
月
二
十
七
日
か
ら
四
日

間
、
グ
ア
ム
へ
海
外
研
修
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

私
が
グ
ア
ム
研
修
に
参
加
し
た
理

由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
グ
ア

ム
と
日
本
と
の
い
ろ
い
ろ
な
違
い
を

学
び
た
か
っ
た
か
ら
。も
う
一
つ
は
、

本
場
の
英
語
を
体
験
し
、
今
後
の
自

分
の
勉
強
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ

ば
い
い
な
あ
。と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

今
、
研
修
を
終
え
て
、
と
て
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
グ
ア
ム
政

庁
の
表
敬
訪
問
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

す
。

（
英
語
ス
ピ
ー
チ
）

グ
ア
ム
政
庁
訪
問
で
私
が
知
事
さ

ん
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
昨
年

ま
で
は
副
知
事
だ
っ
た
の
が
、
今
年

は
知
事
と
い
う
、
グ
ア
ム
で
一
番
え

ら
い
方
へ
の
ス
ピ
ー
チ
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、
う

ま
く
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ

と
を
今
で
も
少
し
後
悔
し
て
い
ま

す
。私

の
ス
ピ
ー
チ
の
後
、
知
事
さ
ん

は
忙
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
終
始
笑

顔
で
私
た
ち
と
会
話
を
し
て
く
だ
さ

り
、
み
ん
な
で
記
念
撮
影
を
し
て
表

敬
訪
問
は
終
わ
り
ま
し
た
。

グ
ア
ム
政
庁
の
中
は
、
ろ
う
下
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ
て
い
て
、

政
庁
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
全
く
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
け
ど
、
仕
事
場
で

政
庁
の
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
た
時
、
や
っ
ぱ
り
政
庁
な
ん

だ
な
あ
。
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、

政
庁
で
の
人
た
ち
は
ス
ー
ツ
で
は
な

く
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
と
い
っ
た
格

好
を
し
て
い
て
、
思
っ
て
い
た
よ
り

キ
ッ
チ
リ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
が
、
と
て
も
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ

な
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。ま

ず
、
一
番
最
初
に
行
っ
た
所
は

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
し
た
。
ホ
テ
ル
か

ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
向
う

途
中
、
ま
だ
午
後
四
時
だ
と
い
う
の

に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
こ
の
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
は
空
港
や
ホ
テ
ル
の
よ

第
8
回
西
川
町
少
年
の
主
張
大

会
が
、
9
月
26
日
に
西
川
中
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、
小
学
６
年
生
と

中
学
生
の
代
表
10
名
が
毎
日
の
学

校
生
活
や
家
庭
生
活
、
あ
る
い
は

地
域
社
会
、
ま
た
海
外
と
の
交
流

で
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
大
人

と
は
違
っ
た
清
新
で
ユ
ニ
ー
ク
な

発
表
が
あ
り
、
参
加
し
た
児
童
・

生
徒
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。（
発
表
者
の
主
張
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
月
号
・
来
月
号
の

広
報
に
し
か
わ
に
掲
載
し
ま
す
。）
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う
に
日
本
人
は
一
人
も
い
ず
、
ま
わ

り
が
全
て
外
国
人
で
、
メ
ニ
ュ
ー
も

全
て
英
語
だ
っ
た
の
で
、
私
に
急
に

不
安
と
緊
張
が
襲
い
か
か
っ
て
き
ま

し
た
。
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
人
た
ち
が
優
し
く
接
っ
し
て
く
れ

た
の
で
少
し
ず
つ
場
の
雰
囲
気
に
な

り
ま
し
た
。

次
に
行
っ
た
所
は
室
内
遊
園
地
と

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
乗
り
物

に
乗
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り

し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち

と
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

夜
、
一
つ
の
部
屋
で
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
寝

ま
し
た
。
正
直
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
人
た
ち
と
は
あ
ま
り
会
話
ら
し

い
会
話
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

け
ど
、
楽
し
み
な
ど
を
共
有
で
き
る

と
言
葉
と
か
あ
ま
り
関
係
な
く
そ
れ

だ
け
で
交
流
と
い
う
も
の
は
で
き
る

も
の
だ
な
あ
。
と
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
す
ご
く
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
。今

回
の
研
修
で
は
、
本
場
の
英
語

を
体
験
で
き
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
も
交
流
が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
。
こ
の
研
修
で
学
ん
で
き
た

い
ろ
い
ろ
な
事
を
こ
れ
か
ら
自
分

や
、
こ
の
西
川
町
の
将
来
の
た
め
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
川
中
学
校
１
年
　
塚
　
本
　
達
　
也

I  lik
e
  西
川

ぼ
く
は
西
川
町
が
好
き
だ
。
そ
れ

は
町
の
人
た
ち
が
や
さ
し
い
か
ら

だ
。
で
も
い
け
な
い
こ
と
は
き
ち
ん

と
注
意
し
て
く
れ
る
商
店
街
の
お
じ

さ
ん
も
い
る
。
ぼ
く
に
と
っ
て
は
西

川
は
住
み
良
い
町
だ
と
思
う
。

で
も
他
の
人
か
ら
見
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
。
特
に
体
の
不
自
由
な
人
に

と
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ぼ
く
は

少
し
考
え
て
み
た
。
ま
ず
み
ん
な
が

使
う
公
共
施
設
。
車
い
す
や
階
段
の

登
り
お
り
が
大
変
な
人
の
た
め
の
ス

ロ
ー
プ
が
駅
に
は
な
い
の
だ
。
選
挙

の
時
、
車
い
す
の
祖
父
は
一
般
の
投

票
所
で
は
車
い
す
の
出
入
り
が
難
し

い
の
で
、
役
場
に
不
在
者
投
票
に
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら

車
い
す
の
人
が
電
話
で
き
る
低
い
公

衆
電
話
が
見
あ
た
ら
な
い
。

あ
る
日
ふ
と
祖
母
が
い
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。「
西
川
町
も
、

車
い
す
を
そ
の
ま
ま
乗
せ
ら
れ
る
タ

ク
シ
ー
が
利
用
で
き
れ
ば
い
い
の

に
」
と
。
普
通
の
家
庭
で
は
車
い
す

の
ま
ま
乗
れ
る
車
は
、
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
の
た
め
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
と

い
う
タ
ク
シ
ー
も
あ
る
そ
う
だ
。
け

れ
ど
も
台
数
が
少
な
く
て
予
約
が
な

か
な
か
む
ず
か
し
い
の
だ
そ
う
だ
。

こ
の
よ
う
に
体
の
不
自
由
な
人
に
と

っ
て
は
、
や
さ
し
い
住
み
よ
い
町
と

は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ぼ
く
の
祖
母
は
左
半
身
不
ず
い
で

車
い
す
生
活
の
祖
父
を
介
護
し
て
い

る
。
食
事
、
ト
イ
レ
な
ど
、
ひ
と
り

で
は
何
も
で
き
な
い
祖
父
の
介
護
で

大
変
そ
う
だ
。
そ
の
祖
母
に
聞
い
て

み
る
と
、「
毎
日
の
介
護
は
大
変
だ

け
ど
、
週
三
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

連
れ
て
い
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
電

話
で
お
願
い
す
れ
ば
病
院
へ
通
う
の

も
町
の
ひ
ま
わ
り
号
が
送
り
迎
え
し

て
く
だ
さ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
呼
ば
れ
る
人
や
保
健
婦
さ
ん
が
、

介
護
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
よ
う
に

相
談
に
の
っ
て
く
だ
さ
る
。
と
て
も

助
か
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
。

西
川
町
は
福
祉
に
は
か
な
り
力
を

注
い
で
い
る
と
ぼ
く
は
思
っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
公
共
施
設
な
ど
が
も
っ

と
体
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
も
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と

思
う
。

今
、
ぼ
く
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

な
ん
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
体
の
不
自

由
な
人
だ
け
で
な
く
身
近
で
困
っ
て

い
る
人
に
も
手
を
さ
し
の
べ
た
り
、

い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
い
る
と
つ
い
忘

れ
て
し
ま
う
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

実
際
に
ぼ
く
自
身
祖
父
に
対
す
る
思

い
や
り
を
忘
れ
た
り
、
介
護
で
大
変

な
祖
母
に
迷
わ
く
を
か
け
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
。
身
近
な
家
族
同
志
の

言
葉
が
け
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
、
み
ん
な
が

住
み
や
す
く
な
る
か
。
子
ど
も
も
大

人
も
自
分
に
関
係
な
い
と
思
わ
な
い

で
、
関
心
を
も
つ
こ
と
だ
と
思
う
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
西
川
町
を
も
っ
と

も
っ
と
好
き
に
な
る
た
め
に
も
。



ま
す
。
今
、
私
が
こ
う
や
っ
て
、
ま

わ
り
の
人
の
考
え
方
を
い
ろ
ん
な
角

度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

多
く
の
人
に
出
会
っ
て
い
ろ
ん
な
考

え
方
を
知
る
回
数
が
多
か
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
同
じ
人
の

中
に
い
れ
ば
、
そ
の
考
え
方
だ
け
だ

け
ど
、
外
に
出
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
の
人
が
い
ま
す
。
母
が
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
た
こ
の
活
動
を
通
し

て
、
人
を
知
る
こ
と
、
人
に
出
会
う

こ
と
を
こ
わ
が
ら
ず
、
逆
に
人
と
出

会
う
う
れ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
今
、
人
と
出
会
っ
て
変
わ
っ
た

自
分
を
実
感
で
き
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
自
分
の
心

や
、
考
え
を
広
く
持
ち
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
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一
生
懸
命
や
る
と
い
う
こ
と

西
川
中
学
校
３
年
　
重
　
川
　
聡
　
子

私
に
は
入
学
し
て
か
ら
今
ま
で
一

生
懸
命
や
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
部
活
で
す
。

私
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
。
入
部
の
き
っ
か
け
は

姉
が
や
っ
て
い
た
か
ら
と
い
う
ご
く

単
純
な
も
の
で
し
た
が
、
練
習
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
る
と
す
ぐ
に
自
分

自
身
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

一
・
二
年
生
の
こ
ろ
は
毎
日
の
放

課
後
の
練
習
だ
け
た
だ
が
む
し
ゃ
ら

に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
決
し
て
他
の

こ
と
に
対
し
て
手
を
抜
い
て
い
た
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
部

活
動
以
外
の
こ
と
は
見
え
て
い
な
い

自
分
が
あ
り
ま
し
た
。部
活
は
部
活
。

他
は
他
。
そ
う
や
っ
て
分
け
て
い
る

自
分
が
い
ま
し
た
。

で
も
今
は
ち
が
い
ま
す
。
三
年
生

に
な
り
顧
問
の
先
生
が
変
わ
り
、
自

分
を
と
り
ま
く
環
境
が
変
わ
っ
て
気

づ
い
た
の
で
す
。

バ
レ
ー
に
対
す
る
姿
勢
を
阿
部
先

生
は
こ
う
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「

バ
レ
ー
の
た
め
に
、
自
分
の
し

た
い
こ
と
を
が
ま
ん
し
て
練
習
に
打

ち
込
め
。
普
段
の
生
活
を
し
っ
か
り

す
る
こ
と
。
ま
わ
り
の
人
に
応
援
さ

か
。
百
人
の
人
に
会
え
ば
、
百
と
お

り
の
考
え
方
が
あ
り
、
全
て
ち
が
う

人
だ
か
ら
、
そ
の
中
で
自
分
の
考
え

方
を
見
つ
け
た
り
、
探
し
た
り
、
時

に
は
失
っ
た
り
、
で
も
、
人
の
考
え

方
を
知
る
と
、
自
分
の
考
え
方
が
分

か
っ
て
き
ま
す
。
今
ま
で
関
っ
た
人

は
、
日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ

カ
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
な

ど
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
外
国
の
人

だ
か
ら
っ
て
線
を
引
か
な
い
で
話
せ

ま
す
。
そ
れ
は
、
小
さ
い
時
か
ら
の

環
境
で
、
た
く
さ
ん
の
外
国
の
人
と

接
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
文
化
の
ち

が
い
や
、
言
葉
の
ち
が
い
は
あ
る
け

ど
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
同
じ
人
間
だ

と
思
い
ま
す
。
人
に
出
会
っ
て
い
る

と
、
見
つ
か
る
も
の
が
多
く
て
、
そ

こ
か
ら
見
え
て
く
る
世
界
も
広
が
り

人
と
出
会
っ
て

西
川
中
学
校
２
年
　
鈴
　
木
　
恵
美
子

私
は
今
、
十
三
才
で
す
。
八
年
前

「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
　
ヒ
ッ
ポ
フ

ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
と
こ
ろ

に
母
が
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
当
時
、
小
学
校
一
年
生
で
、
何

も
分
か
ら
な
か
っ
た
私
は
、
そ
の
と

き
の
こ
と
が
、
今
ま
で
私
が
い
た
環

境
と
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
で
、

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら
な

い
私
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
ず
、
す
み
っ
こ
に
い
ま
し
た
。

で
も
今
は
、
こ
の
活
動
を
理
解
し
、

体
験
も
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
母

の
お
か
げ
で
す
。
母
は
、
自
分
が
や

り
た
く
て
入
会
し
ま
し
た
。そ
の
時
、

私
た
ち
も
い
っ
し
ょ
に
連
れ
て
い
っ

て
く
れ
て
、
今
ま
で
い
っ
し
ょ
に
活

動
し
て
き
た
こ
と
に
す
ご
く
感
謝
し

ま
す
。
だ
っ
て
私
は
こ
の
活
動
と
出

会
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
会

え
た
の
で
す
か
ら
。

当
時
、
ヒ
ッ
ポ
に
入
会
す
る
ま
で

は
、
同
じ
く
ら
い
の
年
の
子
や
、
保

育
園
の
友
だ
ち
と
し
か
関
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
活
動
に

入
っ
て
、
大
人
の
人
や
、
五
・
六
才

は
な
れ
た
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
を
違
う

環
境
に
置
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
い
ろ
い

ろ
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
六
年
生

の
時
に
ア
メ
リ
カ
に
行
く
と
決
め

て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
物

事
を
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
ア
メ
リ
カ
に
行
く
と
、
現

地
の
人
と
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、

相
手
の
目
を
見
て
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
言
葉
」
は
、
相
手

が
い
て
、
初
め
て
伝
え
よ
う
、
話
そ

う
と
思
う
も
の
で
す
。
こ
の
時
も
、

初
め
て
会
っ
た
人
に
対
し
て
、
つ
た

な
い
英
語
で
相
手
に
分
か
っ
て
も
ら

い
た
く
て
、
必
死
に
な
っ
て
話
し
か

け
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
お
互
い
、

気
持
ち
が
通
じ
合
う
か
ら
、
分
か
り

ま
す
。

今
、
青
少
年
犯
罪
が
多
い
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
そ
の
人
た
ち
は
「
人
に
出

会
う
」
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

狭
い
人
間
関
係
の
中
で
し
か
生
き
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
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れ
る
チ
ー
ム
に
な
れ
。」
そ
れ
を
聞

い
て
自
分
に
は
も
っ
と
で
き
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
や
れ
ば
今

よ
り
も
っ
と
う
ま
く
な
れ
る
。
そ
し

て
チ
ー
ム
自
体
強
く
な
れ
る
は
ず

だ
。
そ
う
気
づ
い
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
の
私
は
変
わ
り
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
、
あ
い
さ
つ
・
身
だ
し

な
み
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。
こ
れ

は
基
本
中
の
基
本
で
す
が
そ
れ
ま
で

は
意
識
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
し

た
。
二
つ
目
は
、
積
極
的
に
何
で
も

す
す
ん
で
や
る
こ
と
。
例
を
あ
げ
れ

ば
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
花
だ
ん
の
草

と
り
・
水
や
り
で
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
は
先
生
に
言
わ
れ

て
や
り
始
め
た
こ
と
で
す
が
、
花
だ

ん
の
手
い
れ
は
自
分
た
ち
で
決
め
て

や
り
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動

で
自
分
の
生
活
が
気
持
ち
良
く
お
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
集
中

し
て
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
う
や
っ
て
何
に
対
し
て
も
一
生

懸
命
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

色
々
な
こ
と
が
バ
レ
ー
と
つ
な
が
り

を
持
た
せ
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
だ
し
、
一
緒
に
が
ん
ば
る

仲
間
が
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

大
会
の
日
は
必
ず
「
今
日
い
く
つ

ゴ
ミ
を
拾
っ
た
よ
。」
と
い
っ
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
願
か
け
で
も
な
く

神
だ
の
み
で
も
な
い
の
で
す
が
普
段

の
生
活
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
こ

と
を
自
分
の
自
信
に
し
て
み
ん
な
が

大
会
に
の
ぞ
ん
だ
の
で
す
。

私
た
ち
が
こ
う
や
っ
て
、
ど
う
に

か
う
ま
く
な
ろ
う
、
強
く
な
ろ
う
と

思
っ
て
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
気
持

ち
を
一
・
二
年
生
が
少
し
で
も
感
じ

て
、
一
緒
に
変
わ
っ
て
く
れ
た
ら
、

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
西
中
バ
レ
ー

部
は
強
く
な
れ
る
、
そ
う
思
っ
て
い

ま
す
。

私
も
ス
タ
ー
ト
は
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
一
生
懸
命
に
何

に
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

今
の
西
中
は
昔
の
私
と
同
じ
だ
と

考
え
ま
す
。
も
っ
と
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
あ
い
さ
つ
で
す
。
私
は
毎

朝
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
生
徒
で
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く

れ
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
今

は
ま
だ
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
い
つ
か
み
ん
な
が
大
き
な
声
で

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
日
が
く
る
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
引
退
し
た
今
で
も
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
バ
レ
ー
部
じ
ゃ
な
く
っ
た

っ
て
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
と
関
連

づ
け
て
な
ら
誰
で
も
何
に
で
も
一
生

懸
命
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
一
生

懸
命
や
る
な
ん
て
そ
ん
な
の
め
ん
ど

く
さ
い
と
か
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
つ

か
れ
る
こ
と
し
な
く
て
も
、
な
ん
て

考
え
は
好
き
な
こ
と
の
前
で
は
消
え

て
し
ま
う
ん
で
す
。

今
、
み
な
さ
ん
が
夢
中
に
な
れ
る

も
の
は
あ
り
ま
す
か
。
私
に
と
っ
て

そ
れ
が
バ
レ
ー
で
あ
る
よ
う
に
、
み

な
さ
ん
に
も
き
っ
と
何
か
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
の
た
め
に
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
く
だ
さ

い
。そ

し
て
、
い
つ
か
、
何
で
も
一
生

懸
命
に
取
り
組
め
る
生
徒
で
い
っ
ぱ

い
の
西
中
に
、
変
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

環境美化
キャンペーン

西
川
町
公
衆
衛
生
推
進
委
員
会
、

西
川
町
立
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

と
町
で
は
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
を
防
止
し
て
、
快
適
で
住
み

良
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
秋
の
全
町
一
斉
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
実
施
し
ま
す
。

町
内
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

10
月
14
日
（
第
２
土
曜
日
）

午
前
７
時
〜
８
時

内
容

各
町
内
お
よ
び
周
辺
道
路
、

通
学
路
、
公
園
、
遊
び
場
等

の
ご
み
拾
い

○
拾
う
ご
み
　
主
に
空
き
缶

○
ご
み
運
搬
先

鎧
郷
小
学
校
地
区

→

鎧
郷
小
学
校
駐
車
場

曽
根
小
学
校
地
区

→

保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

升
潟
小
学
校
地
区

→

升
潟
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

親
子
で
　
家
族
で
　
地
域
で

秋
の
全
町
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦

空き缶やたばこの吸
い殻のボイ捨てはやめ
ましょう。
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10
月
５
日
（
木
）
に
新
潟
県
知
事

選
挙
10
月
13
日
（
金
）
に
新
潟
県
議

会
議
員
西
蒲
原
郡
選
挙
区
補
欠
選
挙

が
告
示
さ
れ
、
10
月
22
日
（
日
）
に

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
は
国
民
の
権
利
で
す
。
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
貴
重
な
一
票
を
投

じ
ま
し
ょ
う
。
投
票
所
に
は
入
場
券

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

で
き
ま
す
が
、
10
月
５
日
以
降
に
転

居
届
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

投
票
で
き
な
い
人

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
県
外
へ
転
出
し
た
人
や
、
法
律

に
よ
り
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
て
い
る

人県
内
で
住
所
を
移
し
た
人

平
成
12
年
７
月
５
日
以
降
に
県
内

で
住
所
を
移
し
た
人
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
、
現
住
所
地
の
市
町
村

の
発
行
す
る
「
居
住
中
の
証
明
書
」

を
も
ら
っ
て
前
住
所
地
で
投
票
で
き

ま
す
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
等
を

予
定
し
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
投

票
で
き
な
い
人
は
、
事
前
に
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

10
月
21
日
（
土
）
ま
で
の
毎
日
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

（
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。）

▼
不
在
者
投
票
の
場
所
及
び
手
続
き

役
場
１
階
選
挙
事
務
室
で
受
け
付

け
ま
す
。
手
続
き
に
必
要
な
用
紙
類

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
入
場
券
を
持
っ
て
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
病
気
、
ケ
ガ
、
お
産
等
で
入
院
中

の
人
は
、
そ
の
病
院
が
不
在
者
投
票

指
定
病
院
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の

病
院
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、病
院
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人

で
、
一
定
の
資
格
を
有
し
て
い
れ
ば

自
宅
で
投
票
の
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
選
挙
管

理
委
員
会
へ
早
め
に
照
会
し
て
く
だ

さ
い
。

代
理
投
票

手
を
ケ
ガ
し
た
な
ど
の
理
由
で
字

が
書
け
な
い
人
は
代
理
投
票
が
で
き

ま
す
。

県
知
事
選
挙
に
つ
い
て

投
票
で
き
る
人

▼
昭
和
55
年
10
月
23
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▼
平
成
12
年
７
月
４
日
ま
で
に
西
川

町
に
転
入
届
を
し
て
、
投
票
日
現
在

も
引
き
続
い
て
住
所
を
有
し
て
い
る

人▼
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人

10
月
４
日
ま
で
に
転
居
届
を
し
た

人
は
、
新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

手
続
き
は
、
係
員
に
「
代
理
投
票
」

の
旨
申
し
出
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
当
然
で
す
が
係
員
は
投

票
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
時
な
ど

も
し
、
配
ら
れ
た
入
場
券
を
な
く

し
た
時
は
、
投
票
所
へ
行
っ
て
受
付

係
に
「
入
場
券
を
な
く
し
た
」
と
申

し
出
れ
ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
入
場
券
を
な
く
し
た
か
ら
と
い

っ
て
投
票
を
棄
権
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

投
票
所

投
票
所
は
左
表
の
と
お
り
で
、
従

来
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

開
　
票

日
時
　
10
月
22
日
（
日
）

午
後
９
時
か
ら

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

投
票
で
き
る
人

県
議
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

▼
昭
和
55
年
10
月
23
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
（
県
知
事
選
挙
と
同
じ
）

▼
平
成
12
年
７
月
12
日
ま
で
に
西
川

町
に
転
入
届
を
し
て
、
投
票
日
現
在

も
引
き
続
い
て
住
所
を
有
し
て
い
る

人▼
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人

10
月
４
日
ま
で
に
転
居
届
を
し
た

人
は
、
新
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
が
、
10
月
５
日
以
降
に
転

居
届
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
県
知
事
選
挙
と
同
じ
）

県
内
で
住
所
を
移
し
た
人

平
成
12
年
７
月
13
日
以
降
に
県
内

で
住
所
を
移
し
た
人
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
、
現
住
所
地
の
市
町
村

の
発
行
す
る
「
居
住
中
の
証
明
書
」

を
も
ら
っ
て
前
住
所
地
で
投
票
で
き

ま
す
。

不
在
者
投
票

▼
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

10
月
13
日
（
金
）
か
ら
10
月
21
日

（
土
）
ま
で
の
毎
日
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
８
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日

も
投
票
で
き
ま
す
。）

○
そ
の
他
、
代
理
投
票
の
方
法
及
び

投
票
所
等
に
つ
い
て
は
、
県
知
事
選

挙
と
同
じ
で
す
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
内
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
願
い
し
ま
す
。
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（1）人件費の状況（普通会計決算）�

（6）職員手当の状況� （7）特別職の報酬等の状況（平成12年4月1日現在）�

（8）定員の状況　部門別職員数の状況（平成12年4月1日現在）�

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）�

（3）職員の平均給料月額　平均給与月額及び平均年齢の状況（平成12年4月1日現在）�

（4）職員の初任給の状況（平成12年4月1日現在）�

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成12年4月1日現在）�

区分�

11年度�

住民基本台帳人口�
（年度末）�

（12.3.31）�
12,728人�

区分�

12年度�

区 分�

西川町�

新潟県�

職員数�
A

千円�
327,348

給　　料�

千円�
109,859

職員手当�

千円�
146,390

期末・勤勉手当�

千円�
583,597

計　B

86人�

千円�
5,223,219

千円�
308,918

千円�
962,904

％�
18.4

％�
22.9

歳出額�
A

実質収支�人件費�
B

人件費率�
（B／A）�

（参考）�
9年度の人件費率�

千円�
6,786

1人当たり給与費�
（B／A）�

※当初予算に計上された額であり、一般会計職員分です。�

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�

給 与 費�

一 般 行 政 職�

平均給料月額�

円�
312,400

円�
366,776

平均年齢�

歳�
39.1

歳�
42.1

技 能 労 務 職�

平均給料月額�

円�
230,900

円�
342,155

平均年齢�

歳�
38.4

歳�
45.2

一般行政職�

技能労務職�

区　　分�

西 川 町�

決定初任給�

174,400円�

151,800円�

141,900円�

139,000円�

188,900円�

163,800円�

151,800円�

148,700円�

採用2年経過日�
給 料 額�

国�

決定初任給�

174,400円�

151,800円�

141,900円�

139,000円�

188,900円�

163,800円�

151,800円�

148,700円�

採用2年経過日�
給 料 額�

大学卒�

短大卒�

高校卒�

高校卒�

区　分�

区　　　分� 給 料 月 額 等�

1級�

主事補�

3人�

4.7％�

　％�
4.6

2級�

主 事�

11人�

17.2％�

　％�
20.0

3級�

主 事�

7人�

10.9％�

　％�
7.7

4級�

係 長�
主 任�

9人�

14.1％�

　％�
15.4

5級�

係 長�
副参事�

20人�

31.3％�

　％�
29.2

6級�

参 事�

4人�

6.2％�

　％�
6.2

7級�

課 長�

2人�

3.1％�

　％�
4.6

8級�

課 長�

8人�

12.5％�

　％�
12.3

計�

64人�

100％�

　％�
100

標準的な�
職務内容�

職 員 数�

構 成 比�

参
考�

1年前の�
構 成 比�

期末手当�

勤勉手当�

退職手当�

区　分� 西 川 町� 国�

（12年度支給割合）�

6月期�
12月期�
3月期�
計　�

期末手当　�
1.45月分�
1.75月分�
0.55月分�
3.75月分�

勤勉手当　�
0.6月分�
0.6月分�
―月分�
1.2月分�

職制上の段階、職務の級等�
による加算措置　　　　　　　有�

（支給率）�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�

自己都合　�
21.0 月分�
33.75月分�
47.5 月分�
60.0 月分�

勧奨・定年　�
28.875月分�
44.55 月分�
62.7 月分�
62.7 月分�

その他の加算措置�
�
�
�
退職時特別昇給�

定年前早期退職�
特例措置�
（2％～20％加算）�
�
1号給　2号給�

（支給率）�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�

自己都合　�
21.0 月分�
33.75月分�
47.5 月分�
60.0 月分�

勧奨・定年　�
28.875月分�
44.55 月分�
62.7 月分�
62.7 月分�

その他の加算措置�
�
�
�
退職時特別昇給�

定年前早期退職�
特例措置�
（2％～20％加算）�
�
1号俸　1号俸�

（12年度支給割合）�

扶養手当�

区　分� 内 容� 国の制度との異同�国の制度と異なる内容�

・配偶者�
・その他の扶養親族�
　2人まで�
・その他の扶養親族�
　3人目から�

16,000円�
�

5,500円�
�

2,000円�

住居手当�

・借家�
　　月額12,000円を超える家賃を�
　支払っている職員に家賃額に応�
　じ、最高27,000円まで�
・自宅�
　　1,000円�
　　新築・購入の場合は、5年間�
　2,500円�

通勤手当�

・自動車等使用者の場合通勤距離�
　に応じて2,000円から20,900円�
　まで支給�
・交通機関等使用者の場合運賃等�
　に応じて最高50,000円まで支給�

同�

同�

同�

6月期�
12月期�
3月期�
計　�

期末手当　�
1.45月分�
1.75月分�
0.55月分�
3.75月分�

勤勉手当　�
0.6月分�
0.6月分�
―月分�
1.2月分�

職制上の段階、職務の級等�
による加算措置　　　　　　　有�

町　　　長�
助　　　役�
収　入　役�

区　　　分�
部　　　門�

一般行政�

特別行政�

公営企業等�

対 前 年 増 減 数�
平成11年�平成10年� 平成12年�

�
＋1�
�

＋1�
＋1�
－1�
�
�

＋2�

＋2�
�

＋2�

�
�
�
�

＋4

�
�
�

＋2�
�
�
�
�

＋2�

＋1�
�

＋1�

�
�
�
�

＋3

�
－2�
�

＋1�
�
�
�
�

－1�

�
－25�
－25�

�
�
�
�

－26

職 員 数�
平成11年�平成10年� 平成12年�

3�
18�
8�
12�
8�
9�
1�
7�
66�

18�
25�
43�

4�
3�
6�
13�

122

3�
17�
8�
11�
7�
10�
1�
7�
64�

16�
25�
41�

4�
3�
6�
13�

118

3�
16�
8�
13�
8�
9�
1�
7�
65�

18�
�

18�

4�
3�
6�
13�

96

議　　会�
総　　務�
税　　務�
民　　生�
衛　　生�
農林水産�
商　　工�
土　　木�
小　計�

教　　育�
消　　防�
小　計�

水　　道�
下 水 道�
そ の 他�
小　計�

785,000円�
610,000円�
550,000円�

給
　
料�

議　　　長�
副　議　長�
常任委員長�
議　　　員�

306,000円�
243,000円�
232,000円�
226,000円�

報
　
酬�

町　　　長�
助　　　役�
収　入　役�

1.45月分�
1.75月分�
0.55月分�
3.75月分�

期

末

手

当�

議　　　長�
副　議　長�
常任委員長�
議　　　員�

1.45月分�
1.75月分�
0.55月分�
3.75月分�

6月期�
12月期�
3月期�
計　�

6月期�
12月期�
3月期�
計　�

合　　　　計�

町職員の給与等を公表します�
西川町職員の給与等のあらましをお知らせします。�
職員は、効率的な町政の執行にあたり、住民サービスの向上に努めていきます。�

｝�
｝�

13
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■文芸欄への投稿は、毎月20日までにどうぞ。作品は１人１首（句）以内です（編集一任させていただきます）。
難しい漢字や特別な読み方をする漢字には、ふりがなをふってください。

去る９月10日（日）スポーツパーク西川

ゲートボール場におて、第18回町長杯争奪

町民ゲートボール大会が開催されました。

当日は、あいにく雨模様でしたが、完成

した上屋のおかげで雨を気にせずプレーす

ることができました。

渡
辺
　
湖
生

枝
豆
を
し
ば
る
古
老
の
手
の
さ
ば
き

星
　
　
良
三

塩
味
の
程
よ
く
効
い
て
枝
豆

ま

め

う
ま
し

森
　
　
　
武

枝
豆
ま

め

を
も
ぐ
手
に
幼
子
む
ず
か
り
て

山
際
　
伝
市

枝
豆
に
酒
酌
み
か
わ
す
夫
婦
か
な

山
田
八
千
代

踊
る
輪
に
な
じ
め
ぬ
手
足
秋
ま
つ
り

吉
川
　
志
介

笛
の
音
や
川
の
向
こ
ふ
も
秋
祭

渡
辺
　
紅
華

恩
師
逝
く
浄
土
の
道
も
猛
暑
か
な

市
橋
　
金
吾

豊
作
を
祝
う
太
鼓
の
秋
祭
り

加
藤
　
静
江

遠
来
の
友
と
語
る
や
秋
祭
り

笹
川
カ
ツ
ヨ

秋
の
虹
部
落
百
戸
に
橋
を
か
け

多
賀
　
也
寿

言
え
ぬ
こ
と
日
記
に
綴
る
夜
の
秋

福
島
　
阿
支

炎
昼
や
二
の
腕
白
き
少
年
Ａ

俳
句

短
歌

高
波
　
フ
サ

十
二
人
孫
子
集
ひ
て
賑
わ
い
し

盆
も
す
ぎ
さ
り
虫
の
声
ご
え

早
田
　
ス
ミ

真
夏
日
の
続
き
て
白
露
迎
え
た
り

野
辺
の
す
す
き
が
は
や
も
穂
を
出
す

市
川
　
和
子

生
前
の
姑
の
好
物
し
そ
味
噌
の

香
り
て
を
り
ぬ
夕
厨
辺
を

朝
妻
　
シ
ン

命
日
を
知
る
ご
と
咲
き
し
初
花
の

夏
水
仙
を
夫
に
供
へ
り

加
藤
ト
シ
子

百
八
才
の
母
の
介
護
の
出
来
る
日
は

我
が
幸
せ
と
思
ひ
て
励
む

大
野
　
友
子

空
澄
み
て
す
す
き
揺
ら
す
や
秋
風
の

綿
毛
消
え
ゆ
く
雲
の
彼
方
に

青
葉
　
　
香

蝉
の
声
庭
に
ひ
び
き
て
夕
昏
の

風
の
涼
し
や
打
ち
水
す
れ
ば

桜
　
み
な
よ

神
輿
担
ぐ
子
等
の
姿
態
の
ぴ
ち
ぴ
ち
と

夏
陽
跳
ね
る
か
声
の
彈
め
り

笠
井
三
和
子

野
を
流
る
小
川
の
水
も
澄
み
増
し
て

小
さ
き
魚
影
の
走
る
が
見
ゆ
る上

山
　
恵
子

夫
看
と
る
友
気
丈
な
り
献
身
の

笑
顔
の
奥
に
涙
か
く
し
て

結果は次のとおりです。

優　勝 升　関チーム

準優勝 浜なすチーム

第３位 西川三栄チーム

結�果�
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め
で
た
く
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
金
婚
ご
夫
妻
に
町
か
ら
記
念
品
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
出
席
者
を
代
表
し
て
山

形
昭
作
さ
ん
（
東
町
）
が
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
時
に
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
開
催
し
、
西
川
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
　
　
　
の

皆
様
に
よ
る
弦
楽
演
奏
、
町
文
化
協

会
加
盟
の
旗
屋
一
星
会
、
升
潟
一
星

会
（
舞
踊
）
・
西
川
バ
レ
エ
サ
ー
ク

ル
（
バ
レ
エ
）、
高
砂
学
級

歌
謡
部
・
民
謡
部
・
舞
踊
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
唄
・
踊
り

が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
、
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
そ
し

て
来
年
も
さ
ら
に
多
く
の
方

が
お
い
で
に
な
ら
れ
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
多
忙
の
中
、
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
Ｊ
Ａ
西
川
女
性
部
、
各

町
内
の
日
赤
奉
仕
団
員
並
び

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

９
月
15
日
の
敬
老
の
日
に
曽
根
小

学
校
体
育
館
を
会
場
と
し
て
、
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昭
和
３
年
４
月
１
日

以
前
に
出
生
さ
れ
た
満
73
歳
以
上
の

１，

４
３
１
人
中
、
６
２
６
人
の
方

が
、
残
暑
厳
し
い
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
元
気
に
会
場
へ
お
い
で
に
な
り

ま
し
た
。

式
典
は
、
安
沢
町
長
の
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、
海
藤
町
議
会
議
長
、
米

山
県
議
会
議
員
の
祝
辞
に
続
い
て
、

“
Y
u-Y
u”

町
で
は
、
９
月
15
日
の
「
敬
老
の

日
」
に
敬
老
行
事
と
し
て
高
齢
者
の

長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、
本
年
度
に

77
歳
、
88
歳
、
95
歳
に
な
ら
れ
る

方
々
に
長
寿
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

77
歳
と
88
歳
に
な
ら
れ
る
方
々
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん

を
通
じ
て
、
ま
た
、
95
歳
の
方
に
つ

い
て
は
、
町
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い

の
言
葉
と
と
も
に
お
祝
金
を
お
贈
り

し
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
年
寄
り
を
敬
愛
す

る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
共
に
生

き
る
喜
び
を
わ
か
ち
あ
え
る
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

77
歳
に
な
ら
れ
る
方

喜
寿
の
祝
い
　
103
人

88
歳
に
な
ら
れ
る
方

米
寿
の
祝
い
　
33
人

95
歳
に
な
ら
れ
る
方

長
寿
の
祝
い
　
３
人

・
倉
品
　
千
代
さ
ん
（
旗
屋
）

明
治
39
年
１
月
25
日
生
ま
れ

・
松
原
千
代
美
さ
ん
（
桑
山
）

明
治
38
年
10
月
13
日
生
ま
れ

・
稲
田
　
ミ
ネ
さ
ん
（
大
潟
）

明
治
39
年
１
月
８
日
生
ま
れ

倉
品
　
千
代
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣

倉
品
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
、
き
ま
り
の
よ
い
生

活
を
し
て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

好
き
な
食
べ
物
は
、
肉
料
理
が
好

き
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
果

物
や
ケ
ー
キ
な
ど
も
よ
く
食
べ
る
そ

う
で
す
。

松
原
千
代
美
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣

松
原
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
、
一
日
一
日
を
微
笑

ん
で
過
ご
し
て
い
く
こ
と
だ
そ
う
で

す
。好

き
な
食
べ
物
は
、
和
風
の
料
理

な
ら
な
ん
で
も
好
き
だ
そ
う
で
す
。

稲
田
　
ミ
ネ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣

稲
田
さ
ん
に
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
、
自
然
に
の
び
の
び

と
生
活
し
て
き
た
か
ら
だ
そ
う
で

す
。好

き
な
食
べ
物
は
、
何
で
も
好
き

だ
が
特
に
甘
い
も
の
が
好
き
だ
そ
う

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大
事
に
し
て
日
本
一
の
長
寿
を

目
指
し
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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この手紙は、平成11年度に町が募った「短い手紙」の作品です。なお、学校・学年は、応募当時（平成11年度）のものです。

������������ ����������������������� �����������
いつも仕事をがんばっているお父さん、お

母さん。休日一緒じゃないこともあるけど、

僕は毎日幸せだよ。

西川中学校　２年

青柳　大輝

お母さん、おばあちゃん、毎日、おいしい

夕食作ってくれてありがとう。たまには、私

が作ってあげるから。

曽根小学校　４年

上原　尚子

日
　
　
時

11
月
５
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

会
　
　
場

県
立
西
川
竹
園
高
校

体
育
館

参
加
資
格

町
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
若
し
く
は
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
に
加
入
し
て

い
る
方
。

試
合
方
法

団
体
戦
と
し
、
予
選
リ

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

日
　
　
時

11
月
19
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

会
　
　
場

西
川
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格

町
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
し
て
い
る
方
で
編

成
し
た
チ
ー
ム
若
し
く

は
個
人

試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
し
、

○
個
人
戦
　
小
学
生
の
部（
男
・
女
）

中
学
生
の
部（
男
・
女
）

高
校
生
の
部（
男
・
女
）

一
般
の
部（
男
・
女
）

○
１
チ
ー
ム
　
４
〜
６
名

４
シ
ン
グ
ル
ス
、
１
ダ
ブ
ル
ス

○
21
本
、
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

○
参
加
者
数
に
よ
り
、リ
ー
グ
戦
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
及
び
敗
者
復

活
方
式
と
す
る
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
　
５
０
０
円

（
個
人
戦
参
加
は
１
人

１
０
０
円
。
傷
害
保
険

料
を
含
む
。
小
・
中
学

生
は
無
料
。）

申
込
み

参
加
申
込
書
に
参
加
費

を
添
え
て
11
月
10
日

（
金
）
ま
で
に
公
民
館

へ
ど
う
ぞ
。

組
合
せ

事
務
局
一
任
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
卓
球
大
会
に

参
加
を
！

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
に
参
加
を
！

ー
グ
戦
お
よ
び
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
す
る
。

チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
５
人
以
上
と

し
、
男
女
の
別
を
問
わ

な
い
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
１，

０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
等
）

申
込
み

参
加
申
込
書
に
参
加
費

を
添
え
て
10
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
公
民
館

へ
ど
う
ぞ
。

さ
せ
る
こ
と
。（
女
子
の
み
で

も
可
）

○
一
般
の
部
の
み
と
し
、
ク
ラ
ス

別
は
し
な
い
。

○
予
選
リ
ン
ク
戦
及
び
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
と
す
る
。

○
ネ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
２
ｍ
15
㎝

と
す
る
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
　
５
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
等
）

申
込
み

参
加
申
込
書
に
参
加
費

を
添
え
て
11
月
２
日

（
木
）
ま
で
に
公
民
館

へ
ど
う
ぞ
。

組
合
せ

当
日
の
代
表
者
会
議
で

抽
選
し
ま
す
。

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
を
！

日
　
　
時

11
月
12
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

会
　
　
場

西
川
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格

町
内
に
在
住
、
通
勤
、

通
学
若
し
く
は
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
方
で
編
成
し

た
チ
ー
ム
。

試
合
方
法

○
６
人
制
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

し
で
、
男
子
は
バ
ッ
ク
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
限
り
ま
す
。

○
女
子
を
常
時
３
人
以
上
プ
レ
ー

犬
は
人
間
に
と
っ
て
、
最
も
身

近
で
親
し
み
の
持
て
る
ペ
ッ
ト

で
、
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
も

た
ら
す
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
多
く
の
皆
さ

ん
は
、
キ
チ
ン
と
マ
ナ
ー
を
守
り

正
し
く
し
つ
け
を
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
陰
で
鳴
き
声
や
悪
臭
、

フ
ン
の
放
置
や
放
し
飼
い
な
ど
ペ

ッ
ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情

が
絶
え
ま
せ
ん
。

飼
い
主
は
他
人
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
責
任
と
誇
り
と
愛

情
を
持
っ
て
最
後
ま
で
ル
ー
ル
を

守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

犬
は
正
し
く
飼
え
ば

み
ん
な
が
安
心
!!

今
年
も
、
農
産
物
販
売
フ
ェ
ア

を
東
京
上
野
公
園
内
「
精
養
軒
」

に
お
い
て
、
11
月
５
日
（
日
）
に

開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
�
に
し
か
わ
�
の
香

り
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
東
京

近
郊
に
在
住
の
お
知
り
合
い
が
い

ま
し
た
ら
、
一
声
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
住
所
、
氏
名
を
ご
紹
介

い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
案

内
チ
ラ
シ
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

〜
農
産
物
販
売
会
実
行
委
員
会
〜

連
絡
先西

川
農
業
協
同
組
合

西
川
町
役
場
農
政
課

農
産
物
販
売
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。



17

10月の納税
●納税する税目
町県民税（第３期分）
国民健康保険税（第７期分）

●納　期　限
10月31日（火）

・納期限までに忘れずに納税しましょう。

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関へ納めて

ください。

・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。

・口座振替のおすすめ

納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。

手続きは、金融機関の窓口でおこなってください。

10月２日～

10月15日

子育てテレホンサービス
�88－5560

今回の期間と内容は次のとおりです。
24時間いつでもご利用いただけます。

期　間 内　容

10月16日～

10月29日

兄弟げんか

良い習慣への導き方

※問い合わせは、曽根保育園（�88－
2112）までお願いします。

10
月
期
は
、
16
日
に
各
受
給
者
の

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
の
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

今
期
の
支
払
い
は
、
平
成
12
年
６

月
か
ら
９
月
ま
で
の
４
カ
月
分
で

す
。な

お
、
中
途
で
受
給
資
格
を
取
得

さ
れ
た
場
合
は
そ
の
月
の
翌
月
分
か

ら
と
な
り
ま
す
し
、
中
途
で
受
給
資

格
を
喪
失
さ
れ
た
場
合
は
そ
の
月
分

ま
で
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
�
88
―
３
１
１
１
　
内
線
１
４
２
）

10
月
は
「
児
童
手
当
の

支
給
月
」
で
す

東
海
地
方
を
中
心
と
し
て
９
月
11

日
か
ら
続
い
た
雨
は
、
と
こ
ろ
に
よ

り
６
０
０
ミ
リ
を
超
え
、
愛
知
県
、

三
重
県
、
岐
阜
県
等
の
各
地
で
堤
防

の
決
壊
や
土
砂
崩
れ
等
が
相
次
ぎ
、

死
者
や
負
傷
者
の
人
的
被
害
の
ほ

か
、
多
数
の
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど

の
住
宅
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

日
赤
西
川
町
分
区
で
は
、
今
回
の

災
害
に
対
し
、
個
人
あ
る
い
は
団
体

か
ら
の
義
援
金
を
受
け
付
け
る
こ
と

と
し
、
募
金
箱
を
役
場
保
健
福
祉
課

の
窓
口
に
設
置
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 新

潟
県
弁
護
士
会
の
巡
回
無
料
法

律
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

相
談
日
時

11
月
13
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
　
　
所

老
人
憩
い
の
家
「
西
川
荘
」

相
談
弁
護
士

馬
場
　
秀
幸
弁
護
士

相
談
内
容

○
土
地
、
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル

○
夫
婦
、
親
子
、
相
続
等
の
も
め
ご

と
○
会
社
の
倒
産
や
商
売
上
の
紛
争

○
サ
ラ
金
、
そ
の
他
金
銭
の
貸
借
や

保
証
問
題

○
交
通
事
故
や
労
災
な
ど
の
賠
償
問

題
○
契
約
書
、
示
談
書
、
遺
言
書
の
問

題こ
れ
ら
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約

制
で
す
の
で
11
月
６
日
（
月
）
ま
で

に
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

�
88
―
３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

新
潟
県
弁
護
士
会
の
巡
回
無
料
法
律
相
談
会

東
海
地
方
豪
雨
災
害
救
援
募

金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
！

毎
月
第
４
水
曜
日
に
住
民
票
等

交
付
窓
口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す
。（
10
月
は
25
日
で

す
。）取扱

業
務
は
、

戸
籍
謄
・
抄
本
／
住
民
票
／
印
鑑

登
録
／
印
鑑
証
明
／
年
金
現
況
証

明
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
民
課
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご

み
を
出
さ
な
い
よ
う
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 10

月
14
日
、
ご
み

収
集
臨
時
休
業
日
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町
で
は
こ
の
た
び
、
従
来
か
ら
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
強
い
要

望
の
あ
り
ま
し
た
駅
前
整
備
事
業

（
駐
輪
場
設
置
等
）
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

現
在
、
駅
前
に
は
自
転
車
利
用
者

の
た
め
の
駐
輪
場
が
２
箇
所
あ
り
ま

す
が
、
近
年
、
自
転
車
を
利
用
す
る

通
勤
通
学
者
が
増
え
、
収
容
能
力
を

は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
駅
前
の
美

観
を
損
ね
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

交
通
安
全
上
も
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
ら
を
解
消
し
、
自
転
車
利
用

者
の
便
を
図
る
た
め
、
民
間
所
有
の

土
地
を
買
い
取
り
、
屋
根
付
き
平
屋

建
て
で
、
収
用
能
力
４
０
０
台
以
上

の
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

駅
前
周
辺
を
整
備

県立青少年研修センター主催�
「陶芸教室」開催� 「陶芸絵付け教室」開催�

西川郵便局�

駐輪場設置箇所�

JR越後曽根駅�
既存駐輪場� 既存駐輪場�

県立青少年研修センタ－では、地域との連携
を深めるとともに、焼きものづくりを通して、
創作活動への意欲や情操豊かな心を培うことを
目的に、陶芸絵付け教室を開催します。
期　日　10月22日（日）

※第２回は、11月19日（日）に開催します。
時　間 ○午前の部　午前９時30分から正午

○午後の部　午後１時30分から４時
内　容 素焼きをした額皿と湯飲み茶碗に絵付

けをし、オリジナルな作品を創作しま
す。
※完成品は、後日取りにきていただき
ます。

会　場 県立青少年研修センタ－
「文化工芸棟陶芸室」
（巻町大字越前浜５５９７－１）

対　象 陶芸を体験してみたい小学生以上の親
子及び一般成人

定　員 午前の部、午後の部とも20人
経　費 1,500円（額皿１枚、湯飲み１個）
講　師 青山　真弓さん（陶たく会）
持ち物 エプロン、タオル、内履き、その他必

要なもの
申込先 10月17日（火）までに県立青少年研修

センタ－へお申し込みください（定員
に達し次第締め切らせていただきます。
参加できない場合のみ連絡します）。
ＴＥＬ　７７－２１１１
ＦＡＸ　７７－２１１４

県立青少年研修センタ－では、次のとおり、
陶芸教室を開催します。
期日・内容
○第１回　11月５日（日）

紐づくり、手びねり
○第２回　11月12日（日）

たたらづくり
○第３回　11月19日（日）

下絵付けと釉薬がけ
○第４回　11月26日（日）

作品鑑賞（午前・午後合同）
時　間 ○午前の部　午前９時30分から正午

○午後の部　午後１時30分から４時
（第４回は、午前に実施）

会　場 県立青少年研修センタ－
「文化工芸棟陶芸室」
（巻町大字越前浜５５９７－１）

対　象 陶芸を体験してみたい小学生以上の親
子及び一般成人

定　員 午前の部、午後の部とも20人
経　費 3,000円（４回分の教材費）
講　師 青山　真弓さん（陶たく会）
持ち物 エプロン、タオル、内履き、その他必

要なもの
申込先 10月31日（火）までに県立青少年研修

センタ－へお申し込みください（定員
に達し次第締め切らせていただきます。
参加できない場合のみ連絡します）。
ＴＥＬ　７７－２１１１
ＦＡＸ　７７－２１１４

��
�

開� 催�

11月11日（土） 午後7時開演
会　場：西川町福祉会館「講堂」
入場料：無料
指　揮 田辺伸五郎
ピアノ 高木千代子
合　唱 西川町あじさいコーラス
ゲスト アルカディア合唱団
曲　目　○ルネッサンス宗教曲より

Ave Maria、Ave Verum
Corpus

○中田喜直を偲んで
夏の思い出、雪のふるまち
を、ちいさい秋みつけた　他



相
談
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

と
　
き

10
月
23
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

老
人
い
こ
い
の
家

「
西
川
荘
」

（
�
88
―
２
２
１
８
）

内
　
容

・
行
政
相
談

建
物
を
取
り

壊
さ
れ
た
場

合
、
役
場
税
務

課
に
届
出
が
な

い
と
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
ま

ま
と
な
り
、
い

つ
ま
で
も
税
金

が
課
税
さ
れ
て

し
ま
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
に
は

「
家
屋
滅
失
届
」
を
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。用

紙
は
役
場
税
務
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
も
印
鑑

（
認
め
印
）
を
お
持
ち
の
う
え
、
役

場
税
務
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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固定資産税に
ついてのお問い合わせは

西川町役場税務課資産税係

�８８－３１１１（代）

内線１５４

へお願いします

固
定
資
産
税
編

家
屋
調
査
の
お
願
い

只
今
、
平
成
12
年
建
築
の
住

宅
、
車
庫
、
物
置
、
事
務
所
、

店
舗
、
作
業
所
な
ど
の
建
物
に

つ
い
て
、
家
屋
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

家
屋
調
査
の
対
象
と

な
る
建
物
は
、
平
成
12

年
１
月
２
日
以
降
に
建

築
さ
れ
た
新
築
、
増
築
、

改
築
等
の
建
物
で
す
。

（
年
内
に
完
成
予
定
の
建

物
も
含
み
ま
す
）

調
査
対
象
と
な
る
建

物
に
つ
い
て
は
、
建
築

確
認
の
届
出
や
建
物
登

記
等
に
よ
り
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
建
築
確
認
の
届
出

を
し
て
い
な
い
場
合
（
届
出
の
必
要

が
な
い
場
合
）
や
、
役
場
経
由
で
は

な
く「
新
潟
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
を
経
由
し
て
建
築
確
認
の
届
出

を
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
把
握
が
困
難

と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
対
象
と
な

る
建
物
を
新
築
、
増
改
築
さ
れ
た
場

合
、
ま
た
は
今
後
建
築
を
予
定
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
お
手
数
で
も
役
場

対象となる建物

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
以
前
に
建
築
し
た
建
物
で

調
査
漏
れ
（
課
税
漏
れ
）
の
建
物
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
建

物
に
つ
い
て
家
屋
調
査

を
実
施
す
る
際
に
は
、

完
成
時
期
を
考
慮
し
た

上
で
調
査
日
時
を
事
前

に
ハ
ガ
キ
に
よ
り
ご
案

内
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。

建
物
の
調
査
は
、
各

部
屋
ご
と
に
建
築
状
況

を
把
握
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
外
観

は
も
と
よ
り
、
建
物
内

部
に
立
ち
入
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
の
際
に
住
宅
用
地
や

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
に

係
る
申
請
を
し
て
頂
く
こ
と
も
あ
り

す
の
で
、
印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

家屋調査について

家屋の取壊しは
ありませんか

合
同
相
談
所
開
設

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
証
票
の
交
付
に
つ
い
て

・
心
配
ご
と
相
談

・
人
権
擁
護
相
談

・
そ
の
他
お
困
り
ご
と

相
談
員

佐
藤
　
季
夫
さ
ん

織
田
島
正
義
さ
ん

笠
井
三
和
子
さ
ん

筒
井
　
カ
ズ
さ
ん

加
藤
　
豊
隆
さ
ん

田
畑
　
忠
衛
さ
ん

深
川
新
三
郎
さ
ん

行
政
相
談
員

心
配
ご
と
相
談
員

〃〃〃

人
権
擁
護
委
員

〃〃

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
移
動
、

通
院
等
の
た
め
に
自
動
車
を
使
用
す

る
方
に
対
し
て
、
新
潟
県
公
安
委
員

会
か
ら
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
証
票

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
次
の
と

お
り
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

対
象
と
な
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
（
対

象
級
は
別
表
の
と
お
り
）
で
、

自
動
車
を
運
転
、
ま
た
は
同
乗

し
て
い
る
場
合

○
療
育
手
帳
『
Ａ
』
所
持
者
で
、

自
動
車
に
同
乗
し
て
い
る
場
合

使
用
方
法

公
安
委
員
会
が
規
制
し
た
駐
車
禁

止
の
場
所
に
、
駐
車
し
た
車
内
に
証

票
を
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
駐

車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

申
請
す
る
に
は

役
場
保
健
福
祉
課
の
窓
口
に

障 害 等 級 �障　　害　　区　　分�
1級～4級�
1級～4級�
1級～3級�
1級、3級�

視 覚 障 害�
下 肢 不 自 由�
体 幹 不 自 由�
心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸又は小腸の機能障害�

別表�

①
印
鑑

②
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳

③
免
許
証

④
車
検
証

⑤
小
為
替
（
５

０
０
円
分
）

を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

西
川
町
役
場
保

健
福
祉
課
福
祉

係�
88
―
３
１
１

１
（
内
線
142
）

山
崎
　
　
惇
さ
ん�

立�
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類
の
な
い
肌
着
は
着
用
し
た
ま
ま
検

査
で
き
ま
す
）。

【
大
腸
が
ん
検
診
】

受
診
希
望
者
に
は
各
町
内
の
保
健

委
員
か
ら
検
査
容
器
２
個
と
問
診
票

が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
日
当

日
と
そ
の
前
日
の
２
回
の
大
便
を
そ

れ
ぞ
れ
の
容
器
に
採
取
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

検
査
日
時
と
会
場

●
別
表
の
と
お
り

検
診
結
果

●
結
果
が
で
る
ま
で
約
10
日
位
か
か

り
ま
す
。
精
密
検
査
が
必
要
な
方
の

み
通
知
し
ま
す
。
11
月
中
に
通
知
の

届
か
な
か
っ
た
方
は
、
精
密
検
査
の

必
要
の
な
い
方
で
す
。

町
で
は
、
胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
の
た
め
、
胃

が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

受
診
票

今
回
の
受
診
票
は
、
さ
き
に
調
査

し
た
「
住
民
検
診
申
込
書
」
で
胃
部

検
診
を
受
診
す
る
こ
と
を
希
望
し
た

人
及
び
平
成
11
年
度
で
50
歳
に
達
す

る
人
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

受
診
を
希
望
し
な
か
っ
た
方
で
も

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

検
診
日
程
と
会
場

別
表
の
と
お
り

検
診
費
用

無
料

検
診
結
果

●
検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
受
診
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
結
果
が
出
る
ま
で
に
約
３

週
間
位
か
か
り
ま
す
。

そ
の
他

●
受
診
前
日
の
夕
食
は
、
午
後
８
時

こ
ろ
ま
で
に
済
ま
せ
、
受
診
当
日
は

朝
か
ら
検
査
終
了
ま
で
食
事
・
水
・

タ
バ
コ
・
薬
な
ど
口
に
す
る
も
の
は

一
切
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
上
半
身
は
脱
ぎ
や
す
い
衣
類
を
着

て
き
て
く
だ
さ
い
（
ボ
タ
ン
ホ
ッ
ク ）

（
胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
の

お
　
知
　
ら
　
せ

「
保
育
ヘ
ル
パ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

公
民
館
で
は
、（
財
）新
潟
県
女
性

財
団
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

「
保
育
ヘ
ル
パ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

「
保
育
ヘ
ル
パ
ー
」
と
は
、
勉
強

を
し
た
い
と
か
、
社
会
参
加
を
し
た

い
と
思
っ
た
方
が
、
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
で
そ
れ
ら

を
諦
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
育

を
お
手
伝
い
す
る
人
た
ち
で
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
保
育
ヘ
ル
パ
ー

が
子
ど
も
の
お
世
話
を
し
た
り
、
預

か
る
と
き
に
知
っ
て
お
き
た
い
基
礎

知
識
を
学
び
ま
す
。

保
育
士
の
資
格
を
も
ち
な
が
ら
現

在
は
家
で
ね
む
ら
せ
て
い
る
あ
な

た
、
興
味
が
あ
る
け
れ
ど
ど
う
し
よ

う
か
と
悩
ん
で
い
る
あ
な
た
、
こ
の

講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

な
お
、
保
育
（
６
か
月
以
上
の
子

ど
も
さ
ん
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
10
月
16
日
（
月
）

ま
で
に
、
子
ど
も
さ
ん
の
名
前
・
性

別
・
年
齢
を
あ
わ
せ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
保
育
の
定
員
は
10
名

（
先
着
順
）
で
す
。
お
や
つ
代
と
し

て
１
人
毎
回
２
０
０
円
を
当
日
い
た

だ
き
ま
す
。

日
程
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

胃がん検診及び大腸がん検診実施日時場所�

該当の日程で受診できない方は、都合のよい日に受診してください。�

受付時間を守ってください。�
�

月　　日�

会　　場�

10月18日（水）�

保健センター�

午前7時00分�
　　～午前10時00分�

（升潟全域）�
上組・中作・中村・三ツ屋・下組�
新田・大潟・浦村・大関・升岡�
川西・与兵衛野・堀上・貝柄�
三角野・升潟団地・升岡団地�

10月19日（木）�

保健センター�

川崎団地・槇島団地・学校町�

水道町・新栄町・美里・押付団地�

10月20日（金）�

保健センター�

10月21日（土）�

保健センター�

朝日町・千隈町・藤見町・大正通�

旗屋・松崎・六分・見帯・善光寺�

10月23日（月）�

保健センター�

五番町・六番町・七番町・八番町�

九番町・東町・桑山・新川�

10月24日（火）�

保健センター�

押付・矢島・天竺堂・真田・槇島�

西汰上・中島・下山・川崎・平野�

鮮第一区・鮮第二区・鮮第三区�

一番町・二番町・三番町・四番町�

戸� 戸� 戸�

会　　　　場�
対　　　　象�
定　　　　員�
問い合わせ・申込み�

福祉会館「視聴覚室」�
保育ヘルパーとして活動したい方�
30名�
10月23日（月）までに公民館�
（福祉会館内�88－2334）ヘ�
お願いします。�

回�

1�

2�

3�

4�

5

日　　　時� テ ー マ� 講　　　師�

１０月３０日（月）�

１０：００～１２：３０�

保育ヘルパーの�

役割（新潟市の�

場合）�

元新潟市坂井輪�

地区公民館職員�

小田　雅子さん�

１１月６日（月）�

１０：００～１２：００�

子どもの心と�

からだの発達�

西川町保健婦�

11月１３日（月）�

１０：００～１2：００�

子どもに多い�

ケガの応急手当�

日本赤十字社�

新潟県支部�

１１月２０日（月）�

１０：００～１２：００�

子どもとの�

関わり方�

升潟保育園長�

加藤ミチ子さん�

１１月２７日（月）�

１０：００～１２：３０�

保育ヘルパーが�

地域で活動する�

ために�

保育グループ�

「ＡＣＢ」代表�

栗原伊津子さん�



9.4
環境美化看板設置及び
張替工事（４箇所）

天竺堂
旗　屋
升　潟
升　岡

1,029
12.９.５
〜

12.９.29
㈲アスカ企画
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入札日

8.23
下水道関連ガス・水道
管移設工事（単独第１
工区）

工　事　名 場　所 工事費

千円

9,240

工 期

12.８.24
〜

12.12.８

業　者　名

遠藤・大滝
経常共同企業体

8.23
下水道関連水道管移設
工事（補助第１工区）

2,468
12.８.24
〜

12.12.８

小林設備
工業

8.23
下水道関連ガス・水道
管移設工事（補助第３
工区）

7,665
12.８.24
〜
12.12.8

入沢燃料㈱

8.29
消雪パイプ用削井
（第１工区）工事

平野地内 6,090
12.８.29
〜

12.11.21

㈱赤塚
ボーリング

8.29
消雪パイプ用削井
（第２工区）工事

平野地内 6,300
12.８.29
〜

12.11.21
新津さく泉㈱

8.29
消雪パイプ用削井
（第３工区）工事

平野地内 6,300
12.８.29
〜

12.11.21
㈱新協地質

8.29 消雪パイプ用削井工事 中島地内 5,880
12.８.29
〜

12.11.21
北陸鑿泉㈱

9.13
消雪パイプ用削井
（補助第２工区）工事

堀上地内 4,725
12.９.13
〜

12.11.６
政重工業㈱

9.13
町道第９０６号線道路
改良工事

升岡地内 6,510
12.９.13
〜

13.１.10
深沢建設㈱

入札結果公表　　　　　　（百万円以上）

鮮 地 内戸�

鮮 地 内戸�

鮮 地 内戸�

９月９日～12日に富山県で行

われた国体に、高校２年生の重

川　未希子さんが出場（ゴルフ）

しました。結果は、思ったよう

にはいかなかったみたいです

が、「国体はとても緊張して、

思ったようなショットが打てま

せんでしたが、とても貴重な体験をしたと思って

います。これから、体づくりをしっかりとして、

来年も国体に出場し、上位に入りたい」と抱負を

語ってくれました。

重川さんは、小学校２年生のとき、初めてクラ

ブを握り、高校１年生から本格的にやり始めたば

かりですが、大きな大会で、ベストスコアーを記

録するなど実力と自信をつけてきています。

来年は、悔いのないように全力でプレーして欲

しいと思います。

重川　未希子さん（八番町）

昨年、西川堤防沿い（栄橋付近）に大花壇をつ
くり、花壇づくりに参加していただける方を募集
したところ、多くの方が協力してくださいました。
そして、今年もとてもきれいな花を咲かせて、散
歩している人の目を楽しませています。
４つある花壇のうちの一番橋側を世話している

のが、新栄町の佐藤　弘美さんと大塚　喜江さん
です。
花壇全体のバランスを考えながら、四季折々の

花を何十種類も植えています。「今年の夏は暑くて
毎日水くれが大変でしたが、散歩している人から
声を掛けてもらったり、夏休みには子どもから手
伝ってもらったりと、楽しみながらしています。
来年もきれいな花をたくさん咲かせて、散歩して
いる人たちから楽しんでもらいたいですね」と語っ
ていました。
苦労も多いことと思いますが、来年もきれいな

花を咲かせて欲しいと思います。

町長さん！
こんな西川町を！

町民の皆さんから広くまちづくりに関心を持ってもら
うとともに、まちづくりに対する建設的な提言をいただ
くため、「町長と語る会」を開催します。
多くの方の参加をお待ちしています。

会　場

貝柄集会所

西川農協

升潟支所

福祉会館

商工会

西川荘

押付集会所

対　象　地　区

升岡、升岡団地、川西、与兵衛野、堀上、貝

柄、三角野

上組、中作、中村、三ツ屋、下組、升潟団地、

新田、大潟、浦村、大関

第一区、二区、三区、学校町、水道町、一番

町、二番町、三番町、四番町、千隈町、藤見町

五番町、六番町、七番町、八番町、九番町、東

町、朝日町、大正通、旗屋、松崎、六分、見帯、

善光寺、桑山、新川

槙島、槙島団地、西汰上、中島、下山、川崎、

川崎団地、平野、新栄町

押付、押付団地、美里、矢島、天竺堂、真田

日　時

10月30日�

午後７時30分～

10月31日�

午後７時30分～

11月１日�

午後７時30分～

11月７日�

午後７時30分～

11月８日�

午後７時30分～

11月14日�

午後７時30分～

住みたくなる町、住んで良かった町を目指して！

町長さん！
こんな西川町を！

参加を希望される方は、当日会場にお越しください。
また、該当日が都合の悪い場合は、都合の良い日におい
でください。担当：役場　企画課　企画広報係
TEL 88－3111 FAX 88－7491
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／

／

／

／

／

／

／

／

おくやみ

うぶごえ

妹おもいの隼
はや

星
せ

はいつも一緒に遊んでくれます。
甘えん坊のりらは、そんなお兄ちゃんにべったりです。
………こんな2人の成長がパパもママも楽しみです。

母　松宮　いづみさん（新栄町）

このコーナーに登場してくれるちびっこ・赤ちゃん・ペットを募

集しています。企画課まで連絡してください。

澁　木　向日莉
ひ ま り

伊　藤　　　岳
がく

長　沼　彩
あや

華
か

田　中　さやか

伊　藤　　　丈
じょう

齋　藤　雅
まさ

史
ふみ

氏　　名 生月日 保護者名 町内名

／

／

／

／

／

／

茂

創

俊 幸

正 明

忍

和　弘

中 村

美 里

新 川

槇島団地

見 帯

旗　　屋

13

16

20

20

21

28

【談】 ぼくはむしばがありません。むしばにならないようにうがいを

したり、はみがきをしたりしています。そのことをおもいだしてはり

えにしました。はのかたちをくふうしてつくりました。
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わ が 家 の 人 気 者長谷川　省　三

白　倉　　　一

森　田　ハ　ナ

田　實男治

堀　野　ム　ツ

市　川　辰　二

田　権　平

今　井　太　郎

氏　名

77

63

83

92

89

81

92

88

年齢

利

本 人

龍 彦

小川 享

本 人

本 人

本 人

本　人

死亡
月日

世帯主

新栄町

大 潟

一番町

三ツ屋

升 岡

大潟（花見の里）

町内名

8

8

8

8

8

8

9

9

20

25

26

28

28

31

7

15

8

8

8

8

8

8

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、戸籍
窓口に届出の際にお申し出ください。
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り
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）

　男�
　女�
　計�
�
世帯数�

転　入�
転　出�
出　生�
死　亡�

18人�
16人�
10人�
8人�

6,125人�
6,596人�
12,721人�

�
3,435

（前月比＋4）�

（前月比＋5）�

（8月末日現在）�

ごけっこん

小　林　鋼　太
（ 野）人　美

氏名（旧　氏）

小林　俊衛

世帯主

川　　西

町内名

曽根小学校１年

いからし ゆたか くん
（ ）

広�黄�

鮮第二区�戸�

鮮第三区�戸�眞�直�

藤�

彌�

�
松
宮
　
隼は
や

星せ

く
ん
（
３
歳
５
か
月
）


